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 全職員がその能力を十分に発揮し、仕事と子育てを両立させることができ、働きやすい

環境の整備を行うため、次のように行動計画を策定する。 

 

１ 計画期間 

  令和７年４月１日から令和１０年３月３１日までの３年間 

 

２ 当法人の課題等 

 （１）前回計画で、管理職に占める女性職員の割合を４０％以上にする目標を掲げてい

たが、現在の割合は３５．２％と目標を達成することができなかった。また、前回

計画時の女性職員の割合３６．６％から１．４％下がるなど、まだ正職員の男女比

率に対して、管理職に占める女性職員の割合が目標より低い。 

（２）仕事と子育ての両立が可能な職場風土の形成に対する意識の定着がなかなか進ま

ない。 

 

３ 目標 

①  女性職員がその能力を十分に発揮し、活躍できる職場環境を整備するため、管理

職に占める女性職員の割合を４０％以上にする。 

②  全職員が「思いやり」と「支えあい」の気持ちを大切にし、気持ちよく協力して

仕事ができる職場環境を整備するなど、男女ともに仕事と子育ての両立可能な職

場環境づくりのために、職員の意識改革に向けた取組を行う。 

また、女性職員の育児休業取得率１００％を維持し、産休・育休取得者が復帰し

やすい職場環境の整備に努める。また、出産・育児関連の休暇制度等について女

性職員に限らず男性職員の利用の積極的な推進を継続する。 

 

 

４ 取組内容と実施時期 

取組１：管理職育成を目的としたキャリア研修の取り組みを継続して実施する。 

  〇令和７年 ４月～リーダーとして求められる役割の理解と知識の習得、管理職育成を目

的としたキャリア研修内容を検証して、必要な改善を図り検討を

する。  

  〇令和８年 ６月～研修プログラムを確定し、研修業務委託先の選定等を行う。 

  〇令和８年 ８月（予定）～管理職育成を目的としたリーダー職研修を実施する。 

  〇令和９年 ２月～リーダー職研修について検証等を行い、必要な改善を図る。 

 

 



取組２：仕事と子育ての両立可能な職場環境づくりのための環境整備を行う。職員

の意識改革に向けた取組を行い、継続就業率を高める。 

  〇令和７年 ４月～女性が活躍できる職場であることを、ホームページや就職説明会 

などで求職者に向けて積極的な広報を行う。 

〇令和７年 ４月～男女問わず育児・介護休業の取得をしやすくし、併せて短時間勤 

務制度、育児休業後の原則現職復帰へのシフトの配慮等による柔 

軟な働き方など、性別に関わらずライフスタイルに応じて勤務を 

継続できる支援方法を検討し、継続して就労できる職場環境の構 

築を進め、職員にも周知する。 

〇令和８年 ５月～現時点での産休・育休明けの職員に対して、実際の取得状況や今 

後利用する（しようと思っている）休暇や制度について意見集約 

し結果を周知。休暇や制度の取得・推進を図る。 

〇令和９年 ４月～法人機関紙「はまなす」（年２回発行）で育児・介護休業の取得状 

         況や法人での取組を紹介する。また、長時間労働に関する改善状 

           況の報告や、働きやすい職場づくりのＰＲをする。 

 


